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令和４年３月中川村議会定例会 

会議のてんまつ 

令和４年３月９日 午前９時００分 開議 

○事務局長  御起立願います。（一同起立）礼。（一同礼）御着席ください。（一同着席） 

○議  長  おはようございます。（一同「おはようございます」） 

御参集御苦労さまでございます。 

ただいまの出席議員数は全員です。定足数に達しておりますので、ただいまから本

日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配付したとおりです。 

日程第１ 一般質問を行います。 

通告順に発言を許します。 

１番 片桐邦俊君。 

○１  番 （片桐 邦俊） 私は、さきに通告いたしました２問につきまして質問をしたいと思

います。 

まず最初に「「日本で最も美しい村」連合の資格審査による課題の対応について」と

いうことであります。 

中川村は日本で最も美しい村連合に加入して 13 年目を迎え、連合の定期の審査が

昨年の 12 月に実施されました。その審査結果報告が公表されましたが、多くの取組、

成果が評価されるとともに、今後に向けた課題が何点か指摘されています。 

指摘された課題は、日本で最も美しい村連合での審査ということに限らず、中川村

が人口減少対策、移住・定住対策、村の活性化対策に向けて今後取り組んでいかなく

てはならない課題でもあると考えます。 

指摘された課題は村も十分に理解をしている内容であると思いますが、幾つか今後

の対応についての村の考えを伺いたいと思います。 

なお、昨日の３番議員の一般質問の地域価値を総合的に高める取組と重なる部分が

あると思いますが、よろしくお願い申し上げます。 

まず、中川村の価値や特徴をうまく表現できていない、中川ブランドが未確立とい

う課題についてでありますけれども、地域ブランドとはその地域に対して世間の方が

魅力を感じ評価した場合に与えられるものです。どんなにすばらしい地域資源があっ

たとしても、世間の方が魅力的だと思わなければブランドとしては評価されず、地域

のイメージ向上や地域活性化には結びつかないと思います。 

地域性を加えて価値を上げていくことが地域づくりのポイントと言われています。 

「栗と北斎と花のまち」である小布施町等の事例を見ると、価値の基となっている

のは地域のストーリーやコンセプト、またそれにつながる地域の文化や景観、産物で

あり、住民が魅力的な文化や景観、産物に囲まれ生活を楽しめる地域になるように取

り組んでいるとのことです。こうした取組を続けていくことにより、地域の人が自分

の地域に誇りと自信が持てると感じること自体が大きな地域の魅力となり、世間の方
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からも地域ブランドとして評価いただくことになるのではないかと考えます。 

実は、このことは令和２年に厚生文教委員会の行政視察で出向いた兵庫県豊岡市の

城崎国際アートセンターの田口館長からも御指摘があったことです。田口館長の申し

たことでありますけれども、それは、これまでのまちづくり、まちおこしに決定的に

欠けていたのは、私たちは豊岡がいいのだ、私たちはこの地に誇りを持ちこの地で決

然と生きていくのだという自己肯定感ではなかったか、雇用や住宅だけを確保しても

若者たちは戻ってこない、ましてやＩターンやＵターンは望むべくもない、選んでも

らえる町をつくるには自己肯定感を引き出す広い意味での文化政策とハイセンスな

イメージづくりが必要であるとの指摘でした。これは地域ブランド確立に対する重要

な示唆であったと思います。 

中川ブランド確立に向けての村長の考えを伺います。 

○地域政策課長  審査のほうに同行いたしましたので、私からお答えをいたします。 

日本で最も美しい村連合 10 年目の審査、実際にはコロナ関係で延長されておりま

すが、昨年の 12 月 14 日～15 日の２日間、資格審査員お二人を迎えて行いました。 

審査結果を基に連合の資格審査委員、理事会で協議の結果、村長の村政運営の基本

方針で触れたとおり、Ａ～Ｄ評価で最高のＡ評価をいただくことができました。この

ことは村民自らが美しい村づくりに励んでいただいたたまものと感謝をいたすとこ

ろであります。 

取組の評価とともに課題と将来に向けた改善提案もいただきました。課題と改善提

案につきましては、内容を精査しつつ課題解決や提案実現に向けて取組を進めていく

ところでございますが、質問いただいた事項につきまして現在の考え方をお答えした

いと思います。 

中川ブランド確立の考え方につきましては、議員の御指摘のとおりというふうに感

じているところであります。 

ブランドの確立は一朝一夕にはいきません。息の長い取組の中で住民が地域に誇り

と自信を持ち、村外からも認められ評価されることで地域の魅力、価値が上がってく

るというふうに思います。 

今回の美しい村の再審査で最高評価のＡランク評価をいただくことができました。

このことは住民や村が地道に様々な取組を行ってきたことを外部から評価いただい

たということで、村の総体的な価値が上がり、中川ブランド確立に一歩近づいたとい

うふうに考えています。 

一方、審査委員の指摘からは中川村のよさ、特徴を生かし切れていないというふう

に思われます。村や村民がいかに地域資源を生かして中川村の魅力を向上させ、それ

を人流や経済に結びつけていくかが課題でもあります。 

今後も現状の取組を継続しつつ、いろいろな人が知恵を出し、連携して取り組み、

新たな取組を加えながら地道な取組を続けることにより、村の総体的な価値を上げて

いくことが中川ブランド確立につながるのではないかというふうに考えております。 

○１  番 （片桐 邦俊） 今、地域政策課長から御答弁いただいたわけでありますけれども、
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いずれにいたしましても、今、答弁があったとおり、中川ブランドの確立というのは

一朝一夕ではいかないことだろうというように思っております。 

それと、先ほども申し上げましたけれども、やはり地域ブランド確立のためには村

民の全ての人が中川村に魅力を感じていただくっていうことが一番大事なことだと、

それから外に対して発信をしていくということが重要だと思いますし、また村民の

方々が魅力を感じれば、おのずと村民の皆さんがやはり発信をしていくことになろう

かというように考えておりますので、ぜひ、そんな部分も含めて、村民の方々の協力

もいただいて知恵を出していただく中でブランド価値を進め、おのおの魅力が幾つも

中川村にはあるかと思いますので、やはりそういった魅力を村民に対して発信をして

いく、いわゆる外だけじゃなくて村民に対して十分発信をしていくということが重要

だろうと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○村  長  今のお話と豊岡市に訪問をされた経過、これについては議員のおっしゃるとおりだ

と思います。 

中川ブランドをどうやってつくっていくかっていうのは、前曽我村長のときにも大

分議論になったことがあります。結局、中川ブランドっていうものを確立するという

過程の中でなかなか理解が得られなかったり、ちょっと議論がうまく進まなかったり

した経過がありますけれども、これが十数年して、また美しい村に加盟して、やっぱ

り新たに大きく議論の種になっていくっていうことは非常にありがたいし、今、村民

に向かってやっぱり正しく発信することが大事だっておっしゃることは私もよく分

かりますので、連合の審査、報告は広報でいたしましたけれども、改めて事あるごと

にやはりこのことをきちんと伝えていく、村民自ら、やっぱりみんながそういう１つ

の方向に向かうような仕組み、まずそれをつくってまいりたいなと思っております。 

○１  番 （片桐 邦俊） 今、村長からお答えいただきましたので、そういった形の中で村民

の方々にも分かるような情報の発信をぜひお願いしていきたいというように思ってお

ります。 

やはりこのブランド確立っていうのが、これから、また幾つか課題をいただいてお

りますけれども、それの本基になる部分かなあというように思っておりますので、ぜ

ひ併せてお願いをしたいと思います。 

これからの質問につきましては若干その部分での細かな点ということになろうか

と思いますけれども、お願いしたいと思います。 

続いて登録地域資源の見直しと可視化という課題でありますけれども、私も勉強不

足で大変申し訳ないわけですが、登録地域資源というものがあるのかどうか、あれば

どのような内容になっているのか伺いたいと思います。 

また、地域資源の可視化が課題となっておりますけれども、可視化っていうのは、

単純な意味につきましては映像やグラフや表などで表現することっていうことだと

いうふうに思いますけれども、村として指摘されている地域資源の可視化については

どのような表現方法を用いていくつもりなのか、分かりましたら併せてお伺いしたい

と思います。 
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○地域政策課長  中川村の登録地域資源につきましては、１つは陣馬形山になります。２つ目は段丘

と里山のある風景、３つ目は四徳地区と四徳川の風景、この３つが登録されておりま

す。 

課題としまして、３つの登録地域資源があまり意識されていない、加盟時に決めら

れたものをただ引き継ぐのではなく、その後の変化や村の目指したい方向性に基づき

再構築してほしい、具体的には地域資源の見直しをしたらどうかというような指摘が

ございました。 

加盟当時、連合自体も里山の美しい風景や環境等に趣を置き地域資源を登録してき

ました。中川村もこの３点になりました。 

現在の登録の視点につきましては、地域資源を活用して自立・継続可能な取組を進

めることといったことで、地域資源を経済的に活用して持続可能な村をつくるといっ

たような点が評価されるようになってきております。 

１つ目の資源の陣馬形山につきましては、様々な取組やその内容、その経過が目に

見えており、地域資源として認識、活用されているというふうに判断できます。 

段丘と里山のある風景、四徳地区と四徳川の風景につきましては、どのように意識

してどのような取組をしているかが見えにくいというようなことでございました。村

が目指したい方向性に合わせて登録地域資源を変更したほうが取組も成果も見えや

すいのではないかというようなことでございます。 

今のところ村の取組内容を大きく変更するといったわけではございませんので、検

討は進めるとしましても、地域資源を早急に見直しするといった予定につきましては

今のところはないというような状況でございます。 

○１  番 （片桐 邦俊） 登録地域資源のことはよく分かりました。 

その中で、現状は３つ、３か所っていいますかが登録地域資源ということのようで

ありますけれども、やはりまだまだいろいろ中川村としても地域資源があろうかと思

います。特に飯沼の棚田なんかもその１つのいい例だろうというふうに思っておりま

すし、まだまだそういう部分ではあるのかなというように考えておりますので、ぜひ

こんな部分、各住民からも御意見をいただくような場面もつくりながら見直しを行っ

たらどうかなというように考えますので、ぜひ進めていただきたいというように思っ

ております。 

続いて３つ目でありますが、望岳荘の見せ方の改善ということであります。 

このことの課題についてでありますけれども、望岳荘につきましては、皆さん御存

じのように、現在、新型コロナウイルス感染状況が経営に大きく影響しているわけで

ありますけれども、中川観光開発株式会社としての経営改善方針の中にある魅力ある

料理メニュー・プランづくりと情報発信、サービス向上、リピーター・ファンづくり

がポイントであるというように私も考えております。 

課題とされている見せ方の改善に関しまして、中川観光開発株式会社社長としての

村長の考えを伺いたいと思います。 

あわせて、施設周辺整備については有識者の意見も聞きながら望岳荘施設等検討委



- 113 - 

員会で検討が進められていると思いますけれども、その情報等の早い提供、またコロ

ナ禍により村から多くの助成が交付されている望岳荘の状況でありますので、住民に

対して丁寧な状況説明の配慮があってもよいのではないかと考えますが、村長の考え

をお伺いします。 

○村  長  まず、御質問に件につきまして、観光開発株式会社の社長も仰せつかっております

ので、この経過と併せて、それからまた御質問の中にありました望岳荘の周辺整備検

討委員会の結果、こういったことにつきましてもお尋ねにお答えをしたいと思います

ので、少し長くなりますが、よろしくお願いいたします。 

まず、望岳荘につきましては、日本で最も美しい村としての中川村の拠点の１つと

して位置づけておりまして、連合の審査でも施設を尋ねていただいて審査をいただい

たわけでありますけれども、総合的に見直す１つとして、まずボイラーの燃料、まき

ボイラーでありますが、村内産のまきであること、通常でいきますと約７割程度の熱

量を、フル稼働すればこれが使えるということの価値と、入浴される皆さんがそのこ

とをきちんと分かって入っていただくと、こういうことにまず注力をすべきであると

いう指摘を受けております。 

それから、食材の産地ですとか、こだわりの表記、周辺の散策を楽しめる地図など

を設置すること、各部屋への村や美しい村連合に関するパンフレット類の設置、ロ

ビーや踊り場等への村の地理、歴史、民俗や取組を概観できるパネルの設置など、具

体的に提案をしていただきましたので、全てのものを取り上げるっていうわけにはい

きませんでしょうけれども、この中から工夫をして示していく必要があるかというふ

うに思っております。すぐ取り組めるものもありますので、コロナ終息後の利用促進

に合わせて取り組んでいくということでございます。 

そして、体験館の「いろり」であります。それと、現在計画をしておりますけれど

も「いろり」の改修と「とうげい」の新たな活用の検討を進めて村の拠点施設として

サービスや施設の向上に努めていくべきであるということも伺っておりますので、そ

のようにしていきたいということでございます。 

施設と周辺整備の望岳荘施設等検討委員会についてでございますが、コロナ禍もあ

りまして宿泊、観光業の状況が大きく変わっております。そういう中で検討委員会で

の検討は一旦中止をすると、こういうことになっておりますけれども、大きな方向で

こうすべきだという提言はその都度いただいておりますので、それを生かして直して

いこうとしたのが、まず手始めの体験館「いろり」の改修であります。 

それから、「とうげい」の施設の改修については、村内の事業者の皆さんのこういう

ふうにしたいという思いもあって、一旦その意見も受けましょうということにしてお

りますけれども、コロナということもあって、これは止まっておるということでござ

います。 

大きくは、本年度実施をしております地域経済循環分析調査、この結果が間もなく

出ますので、これを参考にしながら村の観光の方向性などを見定め、来年度以降、こ

れを計画化していきたい、施設整備等を検討していくということでございます。 
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これが村の大きな方向でございまして、今度は観光開発株式会社としてのお答えを

させていただきたいと思いますけれども、令和３年の７月から翌年の６月末日、前事

業年度になりますけれども、この中で経営改善方針、収支計画の中期目標について株

主の皆様にお示しをさせていただき、承認をいただいて、現在営業を続けております。 

経営改善方針、収支計画中期目標の中には、魅力ある料理メニュー・プランづくり

を進めるというふうなことが示してございまして、現在の取組の状況について簡単に

申し上げたいと思います。 

まず、望岳荘ならではのプランとして陣馬形山宿泊プラン、ジビエ料理プラン、お

母さん安心プランなどを接客係とフロント、調理場全員で検討し、実施する体制をつ

くっております。 

また、食事につきましては、中川産のリンゴですとかブドウなどの果物を付け合わ

せ、また宿泊客に１つプレゼントをするなど季節限定の取組も行ってきたところでご

ざいます。 

２点目に、望岳荘新聞というものを発行しております。この中でメニューですとか

サービスの紹介を行っております。また、望岳荘公式ホームページにも記載をして公

表しておるところでございます。 

それから、ＳＮＳ発信ということでありますけれども、ＬＩＮＥの公式アカウント

を取得いたしまして登録されている方に情報発信し、フェイスブックですとかインス

タグラムに最新の写真や情報をアップするなど、ＳＮＳを活用した情報発信にも積極

的に取り組んでおるというところでございます。 

先ほど申し上げました陣馬形山宿泊プランでございますけれども、昨年秋にやろう

ということで取り組んできたわけでございますが、ちょっとコロナの再感染拡大って

いうようなこともありましてできませんでした。しかしながら、今春以降、Ｗａｑｕ

ａ合同会社、こういう皆さんが指定管理の再委託というか、そういう形で陣馬形を管

理していただいておりますので、こういう皆さんとの合同検討で実施に踏み出すよう

に現在調整をしておるところでございます。 

地域食材を活用したメニューづくり、若い世代の利用者を増やすという点では、菓

子製造の営業許可を取得いたしました。望岳荘カフェやテークアウトのスイーツ販売、

それから学生とコラボレーションしたメニューづくりの企画なども社内で今検討し

ておるところでございます。 

リピーターですとかファンとなる方をつかまえるには、例えば値頃感のある宿であ

るとか、季節の旬の料理が非常に楽しめる宿であると、またはサービスがとても行き

届いていると、そういう意味で宿泊満足度などをどう上げるかっていうことを一番考

えていかなければいけないという指摘も受けておりますので、現在、そのことについ

ては方向の中で常に頭に入れて考えていきたいというふうな思いを持っております。 

ちょうど、何ていいますか、コロナの蔓延防止等重点措置の期間が終わりました。

これを契機に望岳荘もどういうふうに営業するかっていうことは、４月の桜の時期を

想定して今から宣伝を強めていこうということで、先週の末でありますが、支配人と



- 115 - 

相談をしまして、これから攻勢的な宣伝に打って出たいということで進めておるとこ

ろでございます。 

まきボイラーの設置につきましては、先ほどの美しい村連合の審査委員の方にも評

価をいただいたところでございますけれども、これも、ちょっとコロナということで

お客様がやはり減っておりますけれども、まきボイラーというところで、エネルギー

は、今、地元の再生可能エネルギーに求めているんだという特徴をもっと出していか

なければいけないという指摘も受けておりますので、これも併せて進めてまいりたい

ということでございます。 

それから、ふるさと体験館の改修につきましては、先ほどコロナの中で止めておる

というふうに申し上げましたけれども、施設利用希望者の提案、これは陶芸館に対し

てであります。一番南の端にあります陶芸館に対してこういう提案をいただいていま

したので、これを基に改修を計画しておったわけでありますけれども、コロナがあり

まして、一時ちょっと提案をいただいた皆さんも少し凍結をしたいというような話も

ありますので、これはもう一遍見直しを図る必要があるというふうに思っております。 

それと、課題であります宿泊棟の耐震改修につきましては、経営に大きな打撃を受

けている現状の中では具体化が難しい状況にあるというふうに判断をしております

ので、施設整備については、コロナの終息後、経営がある程度軌道に乗ってきた段階

で今後の経営方針を踏まえながら改めて検討して具体化をしたいというふうな時期

が来ればいいかなというふうに思っております。 

それから、いよいよ御質問の経営状況に関してでありますけれども、議員の皆さん

は御存じのとおりでありますが、資金面での支援は次のようにいただいております。 

まず、第 51 期の最中に第三者割当てによる募集株式発行額 1,500 万円を決定し、

そのうち村に 1,000 万円を買っていただいたというのが１点目。 

それから、２点目に、管理委託料といたしまして令和２年 12 月に 1,090 万円、それ

から令和３年５月に 1,500 万円と、合計 2,590 万円の支援を村にしていただいており

ます。 

３点目、昨年の第５波の収束とともに、11 月 12 月の月間損益については頑張って

改善をしてまいりました。１月には黒字が見えた矢先に第６波の波が来まして、宿泊、

食堂を閉鎖せざるを得ず、1,100 万円の追加支援をこのたび議会で決定をし、村にし

ていただくことになったということでございます。 

コロナ対策に係る国からの交付金、これを活用させていただいておるとはいえ、村

からの公的な支援の合計は 4,690 万円という高額になるところであります。近隣市町

村の公共宿泊施設ですとか観光施設も同じような状況下で自治体の支援をいただい

ておる、そういう中で、村にある唯一の公共の宿であり、観光宿泊の中心としての望

岳荘をこのまま閉鎖してはいかんという私自身の思い、それから村民の皆さんの御意

見、議員の皆さんのお考え、いろんなこともありまして、皆様の声を聞いての対応と

いうふうにしたところでございます。 

ただ、欠けておるところは、望岳荘が存続の危機にあるっていう２年前の話であり
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ますけれども、このことについてもっと村民の皆さんに現状を知っていただくこと、

こういうことを積極的に発信する、なかなか経営の難しい大変なところをさらけ出

すっていうのは非常に勇気が要るし、なかなか苦しいわけでありますけれども、公共

の宿というふうなことを考えているならば、やっぱりこのことをきちんとしてこな

かったこと、それから、先ほども申しましたとおり、その上で公的資金を投入いいた

だいておること、改めて村民の皆さんにも十分御説明すべきだったなあということで、

このことについては大いに反省をしております。 

改めて機会を捉えまして、皆さんには御理解をいただくように、まとめとしてにな

りますけれども、経過報告とお願いという形で分かるようにお示しをさせていただく

と、こんなような考え方でおりますので、よろしくお願いします。 

○１  番 （片桐 邦俊） きめ細かく御説明いただきました。 

私ども議員は経営状況につきましても十分理解をしておりますし、望岳荘は将来に

わたっても中川村の観光の拠点であり、また村の行事、あるいは事業にとっても大事

な施設であるということは十分理解をしておりますので、そんなことを含めて、私ど

もというよりも村の村民の方々に理解いただけるような広報活動をぜひお願いをし

ておきたいと思っております。 

また、望岳荘につきましては、コロナが終息した後には多くの村民の方に利用いた

だけるようなプラン等も十分開発をいただければなあということをお願い申し上げ

ておきたいと思います。 

続きまして、グリーンツーリズムへの本格的な取組という課題の中には、農家民泊

の魅力向上、地元食材を生かしたメニューの開発などがあります。 

懸案である６次産業化についてはなかなか進んでいませんが、農産物加工施設が村

の直営となりますし、今の村長のお話の中では望岳荘でも菓子の開発を進めるという

ような話もありましたので、今後に期待をしていきたいというように思っております。 

今回質問をさせていただきますのは地元食材を生かしたメニュー開発についてで

あります。 

村内飲食店の皆さんの協力を得る中で、村内飲食店、民泊先でも提供できるような

メニュー開発というものができないかということであります。 

これは、以前、村内の何店舗かで地元のネギを使ったネギラーメンが提供されたと

いうふうに感じておりますけれども、そのような感じで同じ地元食材を使用したメ

ニュー開発ということができないかという提案であります。村長、あるいは村のお考

えがありましたらお伺いをしたいと思います。 

○村  長  先ほど説明をいたしました望岳荘でこれから考えていることの１つにテークアウト

のスイーツ販売ですとか学生とコラボしたメニューづくり、これを検討しておるとこ

ろでありまして、実は、１つは、最近はやっているというか、よくアイスクリームと

いうか、冷たいところに何か果実を切ってふんだんに盛り合わせて提供するとか、例

えばそんなようなことを参考にしながら、いろいろこれから研究をして１つのメ

ニュー化を図りたいということで職員が意気込んでおるところでございます。 
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さて、今のお尋ねでございますけれども、大きな意味で申し上げたいと思います。 

産業育成と振興を図るために地域資源を活用した新たな特産品開発に対してふる

さと名物開発事業補助金というものを交付してまいっております。特産品等の創出事

業に対しまして、これをもっとより支援ができないかということで、令和４年度から

産業振興事業補助金というものを創設いたします。 

補助メニューの中に特産品等創出支援事業を盛り込み、地域内で生産されました農

産物等を活用して地場産品などで村の魅力を発信できる事業に対して必要な経費の

一部を補助するという制度でございます。こちらは、できましたら新たなふるさと納

税の返礼品の創出も期待をしておるところであります。 

ちょっと話はそれますけれども、ふるさと納税につきましては、村内の企業の光を

利用した脱毛処理機ですか、これが非常に人気ありまして、結構高いんですけど、か

なりふるさと納税の地場産品として貢献をいただいておるところで、大変ありがたく

思っております。 

こういうふうになる前に、農産物でも新たなメニューとして開発されたものが特徴

ある返礼品として採用されれば非常にありがたいと思っておりますので、こんなとこ

ろも目指しながら大いに開発をしていただければと補助制度を考えておるところで

あります。 

地元食材を活用したメニュー開発につきましては、今申し上げたとおり、新設をい

たしました補助を活用いただき、主体的に取り組んでいただく事業者を支援してまい

ります。 

また、活用できる地元食材を提供いただける農家と必要とする事業者をつなぐ役割

につきましては、村としても今後も取り組んでまいる、そういう所存でございます。 

○１  番 （片桐 邦俊） 地場産品っていうものも１つの村の魅力づくりに貢献できる品目だ

というふうに思っておりますので、ぜひ地元食材を生かしながらのメニュー開発等に

村も積極的に関わっていただきたいなということをお願い申し上げておきたいと思っ

ております。 

続いて日本で最も美しい村としての学校教育の魅力化とその発信という課題につ

いてでございますけれども、さきに開催されました村主催の住民懇談会の中でも、里

山子育て、里山教育、生きる力を与えるような教育、村外に出ても中川村に関わって

いる意識・郷土愛を教えるなど、今後の中川村の学校教育についての様々な提案をい

ただいています。また、移住先を考えるときに教育面は大きいとの声もありました。 

中川村ならではの特色ある教育も必要ではないかと考えます。 

昨日、教育長からは、保育園、小学校、中学校のあり方検討委員会で２年間をかけ

基本計画を立て、その後の２年間で具体的な内容を検討していくとの説明があったわ

けですが、指摘されている課題について教育長の現在の考えを伺います。 

○教 育 長  日本で最も美しい村としての学校教育の魅力化とその発信ということがお尋ねの

内容かというふうに思っておりますけれども、中川村ならではの特色ある教育、これ

は、当然、教育委員会としても現在目指しているところでございます。 
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小中学校の教育の現状を見ますと、例えば中川村というすばらしい学習素材から学

ぶふるさと学習でありますとか、あるいは給食も含めた食育等々、既に特色ある教育

としてしっかりと位置づいていると捉えられるものもあるやに考えております。 

また、本格的に始まりましたＩＣＴ教育、これも本年度から本格的にということで

はありましたけれども、この一年間でかなり環境づくりや実践が進んできているとい

うふうに捉えております。 

また、英語教育につきましてもＡＬＴを保育園に派遣を始めておりまして、保育園

から体験的に英語に触れて、小学校、中学校の英語教育に結びつけていくと、そういっ

たことも取り組んでいるところでございます。 

既に取り組んでいることも含めてですが、これからの特色ある教育の在り方、そう

いったものも今お話のありました中川村保育園、小中学校の在り方検討に合わせて中

川村ならではの特色ある教育として何を位置づけられるかっていうことをさらに明

確にし、体系化をすることで、さらに皆様に御理解いただけるような形にしていきた

いというふうに考えているところでございます。 

ただ、一番の課題でありますけれども、今回も御指摘ありましたが、発信というこ

とが現状ではまだまだかなあというふうに思っておりまして、課題だというふうに捉

えております。このことは、外に向けてだけではなくて、例えば保護者の皆様とか村

民の皆様に対してもまだまだ発信が十分ではないかなあというふうには理解をして

おります。 

資格審査委員会からも小中学校のウェブサイトがなくアピール力に欠けるという

御指摘をいただきました。この点については、教育委員会としましても学校とも検討

してきておりまして、現在、ＩＣＴ支援員が総務課広報情報係の力を借りて開設の準

備をしているところでございます。 

いずれにしましても、どんなに特色ある教育を行っても、発信ということ、このこ

とによってアピールにつながらなければ御理解いただけないところもございますの

で、どのように発信力を高めていくか、教育委員会としても課題として検討し、取組

を進めていきたいというふうに考えております。 

○１  番 （片桐 邦俊） 今、御回答いただきました。 

今現在でも、中川村らしいといいますか、そういった位置づけができている教育も

あるというお話をお伺いしましたし、やはり課題は、一番は情報発信、発信であると

いうお話のようであります。 

村民の方々にも、いわゆる児童生徒がいらっしゃらない村民の方々にも中川村の教

育に対して関心を持っていただけるような発信といいますか、そういうものを、ぜひ

今後は発信の仕方も考えていただきたいなあということをお願い申し上げておきた

いというように思っております。 

続きまして、美しい村づくり協議会では、現在、52 の会員と村内各地区に対して実

施事業調査を行い、村ホームページにて公表をしていただいております。この調査結

果はどのように利用されているのでしょうか。全体で共有するだけなのでしょうか。 
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村として調査結果の検証、考察についてはどうされているのでしょうか。 

また、中川村グランド確立からも会員間の協力、協調などの検討が必要だと思いま

すが、村長の考えをお伺いします。 

○村  長  美しい村の会員制度、準会員が中川村は多くありますけど、昨年度時点でございま

すが 36 人ということで、若干っていうか、減ってきているなという気がします。これ

につきましては、準会員として名前を連ねていても特にメリットがないという方が多

いんではないか、メリットを感じていないっていう方が多いのかなという気がしてお

るわけであります。 

美しい村づくり協議会、これはいろんな地区、それぞれの地区ですとか、いろんな

機関が入っていただいて運営をしております。この組織化と活動もやはり評価をされ

ての維持という面もありますけど、減っているのはそういうことかなということも見

て取れるわけであります。 

中川村の美しい村づくり協議会では、これが母体になるんですけれども、毎年、各

団体などの取組の調査を行い、その結果を協議会で報告しております。活動の意識づ

け、集まったときには非常に意識づけとして一年間出発をしていくわけでございます

けれども、この取組が毎年同じようで、いわゆるマンネリ化をしているんではないか

ということも事実でございますので、見直しの活動の必要があろうかなというふうな

ことも考えております。 

これは、ここ２年、コロナ禍ということもありまして、美しい村づくり協議会での

講演会ですとか交流会、こういったもの、かつては非常に積極的にいろんなことを

やってきました。こういうことで注目を結構集めていたことも事実ですけど、この２

年間はちょっとそれがされていないということも、会員減少、あるいは活動が見えて

こないという、そういう原因になっているのかなあというふうにも思っております。 

まず、美しい村をつくっていこうという取組につきましては、これは美化運動から

始まっておりまして、最終的には、それだけではなくて経済活動や自立した経済の確

立、それから外との交流促進、さらには移住・定住など、様々な分野に関わってきて

いるのが美しい村づくりの運動になってきておるところかと思います。会員相互の協

力が新たな効果を生んでいくだろうということも考えられますので、次年度は状況が

許されれば美しい村づくり協議会ももちろん開催をして、交流と会員相互の連携を深

める取組を具体的にまた再開をしたいというふうに考えております。 

美しい村づくり協議会の会員が同じ方向を向いていくこと、そこで一致し取組を進

めるっていうことができれば、例えば先ほどから議論になっております中川ブランド

の確立、こういったことにもつながっていく、こういう機運の醸成といいますか、そ

ういうことになろうかと思っておりますので、このことを大事にして活動してまいり

たいということで考えてございます。 

○１  番 （片桐 邦俊） これからのブランド確立に向けてもこういった協議会に入っていらっ

しゃる会員の方々の連携っていうのが大切になってこようとは思っておりますので、

今現在はコロナ下でなかなかそういった交流会ができないということではありますけ
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れども、ぜひ終息した後には、こういったことを含めて一番最初のブランド確立に向

けてっていうことの中で対応いただければということをお願い申し上げたいというよ

うに思います。 

ちょっと時間がなくなってまいりましたので続いての問題に参りますけれども、続

いては「スマート農業に関わる実演会等の開催と実証試験の実施について」というこ

とであります。 

ちょっと時間がありませんので、全て説明させていただいて御回答いただければと

いうふうに思っております。 

昨日、６番議員の一般質問の中の水田活用の直接支払交付金の見直しが懸念される

稲作であるわけでありますけれども、今後さらに水田の集積化が考えられるわけでし

て、労力問題の観点からもスマート農業は必要と思いますので、幾つか質問させてい

ただきたいと思います。 

昨年、農業委員会から提出されました農業施策に関する意見書の中に、畦畔管理支

援、またスマート農業に対する推進支援としてリモコン草刈り機等の導入支援が要請

されていました。それに対する村の回答は、リモコン草刈り機については村営農セン

ターも大きな関心を持っており、実演も見ましたが、斜面のきついのり勾配 45°の斜

面では滑り落ちてしまうなど、提案されている性能には程遠く感じ、改良型を待つと

のことでした。 

最近、勾配 45°にも対応できるとされるリモコン草刈り機が出てきているようです。

ぜひ村としてもＪＡ等と連携を取り、情報収集と情報の提供、さらにデモンストレー

ションができるようであれば実演会の開催等を計画してはと考えますがということ

です。 

続いて、次に、この意見書とは直接関係ないわけでありますけれども、スマート農

業の関連として以前にも話をしましたが、信州伊那谷スマート農業実証コンソーシア

ムが組織され、伊那市の農事組合法人田原を実証農場として令和元年度と２年度の２

年間データ収集がされ、昨年、実証結果がまとめられました。 

実証内容は、自動運転トラクターの技術体系確立、直進アシスト機能付田植機を利

用した効率的技術体系の確立、ドローンによる水稲除草剤散布、自動給水栓による水

管理作業の効率化、畦畔草刈り機による畦畔管理の効率化などでした。実証結果は、

どれも慣行作業に比べ効率化、省力化が実証されたというものでした。 

例えば自動運転トラクターの技術体系確立については、オペレーターとトラクター

２台、これは１台が自動でもう一台は有人というものでありますけれども、この協調

作業で田の秋起こし、代かきの作業時間が半減という結果でありました。 

また、令和２年９月定例会一般質問の中で紹介をいたしましたけれども、自動給水

栓による水管理作業の効率化については水管理時間が８割以上削減との結果が出た

ようであります。 

スマート農業は機械化であり、機械も現在は高額となるため、農業法人や大規模農

家向けの技術という見方がされるわけでありますが、労力確保等、今後の課題に対す
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る１つの対策として有効と考えますし、生産者も関心があると思います。 

ついては、各関係機関等の協力を得る中でスマート農業技術の開発・実証プロジェ

クトに関わる研修会なり試験報告会等を開催できたらと考えます。 

もう一点、村でも自動給水栓の遠隔操作による水管理作業の試験圃場を準備しての

データ取りを行うなど試験を進めますということを申しておりますが、１つの商品に

限らずに試験を実施することが必要と感じます。 

また、自動給水栓以外の機械類でも実用化が期待できるようであれば、村としても

積極的に試験を進められたいと考えます。 

以上、スマート農業に関して、講演会なり、あるいは実証試験の積極的な対応、こ

んなことを提案するわけでありますけれども、村の考えをお願いしたいと思います。 

○産業振興課長  スマート農業に関します件につきまして、私のほうでまとめて御回答をさせていた

だきたいと思います。 

まず１点目であります。 

デモンストレーションであるとか実演会等の開催をしてみたらという件でありま

す。 

村の営農センターにおきましては、これまでスマート農業のリモコン式自走草刈り

機実演会としまして２回ほど開催を行ってまいりました。 

また、各種農業団体のデモンストレーションなどにも営農センターの役員が参加を

いたしまして、畦畔での草刈り機の実証実験について確認を行ってきております。 

村内におきましてはのり勾配が 45°以上というのり面が非常に多いというところ

で、この 45°以上の斜面に対応できるものはないかということで確認を行ってまいり

ましたが、今の状況では数が限られる、45°が限界というような機械がほとんどであ

り、導入金額も高額であるというようなことで、まだまだ課題は多いという状況であ

るというふうに認識しております。 

しかし、順次機種の開発が進んでおりますので、新たな機種の実演につきましては、

村内においても導入の機運が高められますように啓発や実演会等を行っていきたい

というふうに考えております。 

続いて２点目の信州伊那谷スマート農業実証コンソーシアムに関する件でありま

す。 

こちらについては水稲作業の一貫体制をスマート農業でカバーするというような

内容でありまして、その成果につきましては当村の営農につきましても大変参考とな

る内容であるというふうに考えております。 

将来の担い手不足に対応できる先進的な取組でありますので、特に中山間地である

当村の営農に大きく寄与できるというふうに考えておりますが、その中でも自動水管

理や畦畔除草機など、実証実験の結果を見させていただきながら、コンソーシアム構

成機関の御協力をいただきまして村営農センターでも研修会を開催していきたいと

いうふうに考えております。 

３つ目の実用化が期待できるようであれば村でも積極的に試験をということであ
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ります。 

スマート農業におきましては、設備や機械への大きな投資がまず障壁となってまい

ります。 

しかし、大規模な設備投資が必要な部分からではなく、担い手不足や農業者の高齢

化、そして遊休農地対策など、必要に迫られる部分から取り組んでいくのがスマート

農業の全身を促すものであるというふうに考えております。 

したがいまして、自動給水栓をはじめスマート農業における多様な機械、設備の中

から村内農業者のニーズに合った機種について実用化が図れるよう、営農センターに

よる研究や議論を進めていきたいと考えます。 

また、現在検討が進められているリニア発生土を活用した小和田地区土地改良事業

においては、将来を見据えたスマート農業を目指していることですので、村や営農セ

ンターも関わって関係機関の御指導もいただきながら研究をしていきたいと思いま

す。 

補足として、議員の御指摘の水管理の自動化につきましては、中川村の水田の状況

を考えると非常に有効であるというふうに考えております。 

ちょっと話がそれてしまうかもしれないですが、飯沼の棚田については今年から新

たな構成で耕作が続いていくことになっております。そちらは米澤酒造さん関係の新

たな担い手が耕作を行ってまいりますが、その方たちも先進的な取組を行いたいとい

うことで自動給水栓やスマートＦＯＡによるデータ管理などにも積極的に取り組み

たいというふうに考えておりますので、村の営農センターとしてもそういったものに

積極的に関わっていきたいというふうに考えております。 

○１  番 （片桐 邦俊） 時間もなくなってまいりましたけれども、今、産業振興課長のほう

からもお話がありました。 

ぜひ、スマート農業、価格的には高価なものになってしまうのかなあというように

は思っておりますけれども、やはり生産者の方々には関心のある方々もおるわけであ

りますので、実現ができなくても情報が入り次第情報の提供等をお願いしたいなあと

思っております。 

また村として今現在も支援をいただいておりますけれども、農業の担い手支援事業

のさらなる充実をお願い申し上げまして、私の一般質問を終わりにさせていただきま

す。 

○議  長  これで片桐邦俊君の一般質問を終わります。 

次に、２番 飯島寬君。 

○２  番 （飯島  寬） 私は、さきに提出しました一般質問通告書に基づき質問を行います。 

「１ 新型コロナウイルス感染症収束後の中川村村政の方向性について（その３）

〈人・農地プラン座談会より〉」 

新型ウイルス感染症はオミクロン株による第６波の感染が拡大していますが、一部

報道によれば感染の増加傾向もほぼピークアウトしたというようにも言われており

ます。 
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しかし、オミクロン株による感染の症状は比較的軽いために気づくのが遅れ、結果

として同一職場内や施設、学校といったところでクラスターが発生しています。長野

県の見解もそのような状態でございます。 

さらには、基礎疾患をお持ちの方々の死亡事例も多発しています。 

新型コロナウイルス感染症がワクチンの早期３回目接種と５歳～12 歳未満の児童

への接種が待たれるところです。こうした限られた期間内でワクチン接種に携わる

方々の御労苦に心より敬意を表するものであります。 

ここにも課長がいますけれども、大変御苦労さまでございます。 

私が「型コロナウウルス感染症収束後の中川村村政の方向性について」と題しまし

て一般質問するのも今回で３回目となります。 

この間、新型コロナ感染症ウイルスが次々と変異を繰り返し、ワクチン接種対応と

いたちごっこの様相を呈していると言えます。一向に終息の糸口が見つからない状況

に、果たしていつまで続くのかと不安に駆られるのも事実でございます。 

しかしながら、終息の見通しがつかない中で、日本だけでなく、世界が生活環境の

変化に対応できなくなってきており、私たちの日常生活も毎日毎日今日の感染者の有

無や多寡の確認を繰り返すといういわばマンネリ化した毎日になってしまっており

まして、中川でのいろんな活動も全て停滞してしまっていると言っても決して過言で

はないと思います。 

そうした中にあって、中川村においても新型コロナウイルス感染症終息後の中川村

村政の方向性が大きな関心事となっております。すなわち経済が停滞しちゃっておる

ということでございまして、こうした経過を踏まえて前回に引き続き同じ内容の質問

を繰り返すわけでございます。私の質問は他の議員と相当重複している部分があろう

かと思いますけれども、それだけ重要な事項がいっぱいあるんだよという認識の下で

お答えいただきたいと思います。 

まず１つ目の人・農地プラン座談会についてでございます。 

横前地区では営農組合の運営委員に村会議員も構成員となっています。２月に行わ

れた横前地区農業組合運営委員・係合同会議では、10 年後の横前地区の農地、地域農

業のこれから将来方向と問題点について、農業委員を座長として担い手農業者と地区

総代、新規就農者との人・農地プラン座談会が開催された旨の報告がありました。 

報告の問題点として次の事項が出されたということでしたので、頂いた資料の原文

のまま読み上げます。 

①果樹農家より、今の耕作面積でも手一杯であるが、隣接する果樹園も高齢化と

後継者不足で果樹園を請け負わなければならない。既に人材不足である。今後は条

件の悪いところから荒廃農地が増えていってしまう。 

②水稲農家より、米価の下落、いもち病の発生などで経営も厳しい。大型機械や

便利な農機具もあるが高額で資金が掛る。 

③野菜農家より、農繁期だけ人手が欲しい。シルバー人材センターも時期になる

と人手不足になってしまう。 
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④農業法人より、白ネギ栽培は現在４町歩程の面積があり手一杯であるし農繁期

には手間不足になる。条件の悪い農地は管理しているだけで作物の収益にはならな

いので採算が合わない。 

⑤農業全般に農地の面積が増えるほど収益のわりには草刈手間や雑草対策など

の負担の方が大きくなってしまう。 

座談会ではこうした問題点の洗い出しを行って、以下のような解決策、改善点が出

されたという報告でした。これもまた原文のまま読み上げます。 

①果樹農家の担い手もまるでいないわけではないので、条件の良い果樹園を維持

して新規就農者へ引渡する。 

②新規就農者の呼込みをもっと宣伝活動してもらい、積極的に若手農業者の育成

をしていく。 

③新規就農者の呼込みは、他の市町村上り条件が良くなくてはならない。例えば

住まいなどの補助・若い農業者の家族で移住・条件の良い空き家の紹介など。 

④新規就農者だけでなく、個人農家が先代から引き継いだ農地で、今までとは違

う農産物に挑戦するための補助金制度があると、個人農家も今まで先代のやってき

た農地を手放す事も少なくなるのかも。 

⑤横前地区の農地の６割は水田である。その土地を守ることができれば、ある程

度荒廃農地は少なくて維持していける。それには米生産農家の安定した所得が大事。

今ある水環境・多面的機能支払交付金などを使い、米農家の経営改善に役立てるこ

とができれば良いと思う。水利費・小作料など面積が増えるほど負担は大きくなり

経営が苦しくなってしまう。 

⑥松川町では外部の人の受け入れを積極的にしていて、行政も一緒になってＰＲ

も盛んにしている。中川村も近隣の市町村に負けない様に新規就農者の受け入れに

力を入れて欲しい。 

⑦農業者の住宅整備など、農地プラス住まいと言う環境を整備して都市部又は村

外から呼び込む方法もいい。 

⑧地域おこし協力隊から就農する方々もいるので、もっと枠を増やせることがで

きれば良い。 

⑨横前地区からの眺望は素晴らしい。観光農地として上手く利用できれば収入に

もなるし荒廃農地も減らすことが出来る。 

⑩中川村には農業法人が何社かあり、そういう所に手を借りて農地の維持管理を

してもらう。 

以上の報告の後、意見を求められましたので、私は農業が専門分野ではないよとい

う前提で、荒廃農地の問題は議会でも検討されているし、農業委員の方々との懇談会

でも議論されているっていうことを話しましたし、また新規就農問題についても地域

おこし協力隊から就農する方々がいることは十分認識をしておるよっていうような

ことを話しました。 

また、転入者の方々との懇談会では就農目的で転入してきたけれども高齢となった
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ために農業をすることをやめたなんていう人もいたというようなことを話しました。 

最後に、教報告された問題や解決策、改善点は、中川村が抱える農政上の大きな問

題であるが、今説明したとおり簡単に解決できる問題ではないし、決定的な解決策も

ない、しかし、こうした問題提起は常に機会あるごとに行政に対して行い、決して風

化させてはならないということを素人ながら申し上げた次第でございます。 

人・農地プラン座談会で話し合われた問題点や解決策、改善点は極めて基本的な事

項であって、私の門外漢ならいざ知らず、担い手、農業者と地域総代、新規就農者の

方々へのこの状況に対する村として講じてきた諸対策とその進捗状況、さらにはこの

ことに対する関係する方々への説明、周知状況が十分であったかどうか、こんなこと

が座談会で出てくるようでは十分でなかったのかというように私は疑問を感じまし

た。 

農業は中川村の基幹産業であると説く村長に、人・農地プラン座談会で話し合われ

たいろんな問題点や解決・改善策に対して村として講じてきた対応策とその進捗状況

及び関係者への周知体制について、これまでの経緯と反省を踏まえて説明を求めるも

のであります。 

特に周知については非常に重要な問題だと思っておりますので、多分答弁を用意し

ていただいたと思いますけれども、私は門外漢ですので、詳細の報告はレポートして

いただければ、これを営農組合のほうへ私が還元するっていう形で済ませることにな

ると思いますので、説明は結構です。 

今回の定例会で村長より示された令和４年――2022 年度予算案と村政運営の基本

方針説明で、５つ目の項目の産業・経済分野「いつまでも働き続けられ活気あふれる

“なかがわ”」に関する重点施策を申し上げますとして４つの項目について熱の籠

もった説明がありました。 

特に最初の項目は農業者の支援、育成を目的としたこれまでの村単農業担い手事業

における各種補助制度の見直し、新設について説明がありました。 

しかし、こうした諸施策の実効性確保につきましては、先ほど申し上げたとおり、

まず村内にこうした諸施策があることを十分にアナウンスして、その周知状況を

チェックした上で執行する体制の整備が必要だと考えます。すなわち、行政において

もＰＤＣＡサイクルをきっちり機能させることが必要だと私は認識しております。 

特にこの点について絞り込んで答弁をお願いします。 

○村  長  まず、人・農地プランについての話合い、座談会の報告をお聞きした上での御質問

ということだと思いますので、人・農地プランの目指すところから改めて御説明をさ

せていただきたいと思います。 

人・農地プランにつきましては地域の農業における将来の方向を地域の皆さんで共

有するための計画をつくるということでございまして、そのために地域の話合いを活

性化し、将来にわたって地域の農地を誰が担っていくのか、また誰に農地を集積、集

約していくのかということを重点にして地域の皆さんで決めていく、これが一番の肝

かと思います。 
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実際に中川村でやっておりますのは、村内を９地区に分けまして、昨年から本格的

な地域の話合いを始めておるところでございます。新型コロナウイルス感染症の影響

拡大によりまして話合いの場がなかなか持てない状況となっておりまして、本当は、

当初は今年の３月までにプランを策定するということになっておりましたけれども、

現在は先送りしている状況になっております。これについては、みんなもそうだか

らっていうわけではありませんけれども、全国どこでも同じような状況にあります。 

それから、農林水産省が主導いたしております人・農地プランでございますけれど

も、これも全国的に遅れているという状況であります。 

人・農地プランの核となりますのは、地域におけるやはり徹底した話合い、こういっ

たものでございまして、その中では地域や農業の抱える多くの課題が浮き彫りになっ

てまいります。その課題については一、二回の話合いで解決できるものではありませ

んが、地域の話合いをぜひ継続していかなければいけないということかと思います。 

村の基幹産業であるというふうに私もずっと常に申しておるわけでございますが、

農業の将来について、これは、やはり行政主導ではなく、地域の話合いから生まれる

課題解決が最初にあって、それで問題提起があって、それに合わせて村が協力をする

と、あくまでもそれが永続的な農業を行う上での最優先事項であるということでござ

いますが、引き続き新型コロナウイルス感染症の拡大状況を見極めながら適切な開催

を計画してまいりたいと思っております。 

農水省は人・農地プランの法制化に関する方針を今回明確にしてきております。な

かなかこれが思うように進まないということに業を煮やしているんだろうと思いま

すが、いよいよ法制化を図るぞと、強制的な方策を図ろうという手段に出ようとして

おります。 

しかし、市町村ですとか農業委員会からは、現場に大きな負担と混乱をもたらすと

いうことで法制化には異議を唱えるところが多くあります。 

法制化により、農地ごとに担い手を特定する地域計画の策定ですとか荒廃地防止の

ための活性化計画の策定などを地域の話合いで策定していくというものでございま

すけれども、策定に至るまでには大きな負担と労力を強いることになります。 

法制化の状況を見極めることも必要ですけれども、あくまで、やはり地域における

話合いっていうものは基本でありますので、引き続き農地プラン座談会の継続を図っ

てまいりたいと思います。 

長くなりましたが、現在話合い中ということもありますので、それぞれ話が持てる

ところについては、職員が行き、意見も聞き、それをまとめたもの、それから一定の

方向でまとまったものについては、何々地区人・農地プランはこういう方向でいきま

すよっていうことは皆さまにもお示しをしていきたいというふうに思っております。 

１つ申し上げたいのは、私の感想ですから、これは聞き流していただいてもいいん

ですけど、人・農地プランという形でもいいんですけど、農地を農家に大規模に集積

していく、これは経営基盤強化法という法律が基にありまして、これを全国的に進め

てまいりました。しかしながら、このやり方が本当にいつまでも持つのだろうかとい
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うのが現実の課題だと私は感じています。 

特に中川村みたいなところを見ていくと、ある程度集積したところで、例えば水田

農業だとしたら、お米の値段がこんなに下がってしまった、ましてや、いわゆる転作

していく、強化していくところの作物が今度は条件によって助成が得られなくなるか

もしれないという中にあっては、本当の意味でこの集積が正しいのかっていうことを

思っております。 

もう一つは、横前の話合いの中にありましたとおり、私どもも農業のいわゆる担い

手として新規に就農したいという目的で勉強して就農する地域おこし協力隊員も募

集をして、農家の協力を得て、その農家の教えの下に、あるいは圃場をお借りしてやっ

ておりますけど、結構力を入れておるつもりですけれども、なかなかこれも村民の皆

様には見えてきていないとしたら、もっとこれはオープンに出す必要があると思いま

す。 

それと、やっぱり圃場をどうするかっていうことがありますので、一方では空いて

きているというところとうまくマッチングさせなければいけないということは私ど

もも反省をしております。 

それともう一つ、今、頑張って技術を持っている農家もありますので、こういう農

家もやっぱり継続していく。つまり家族的な農業、実は国連は家族的農業の 20 年とい

うことを採択しています。これから食糧危機が訪れるっていうときに、このものを大

切にしていかなければ駄目だっていう動きもあるわけで、私も一方でそのことも感じ

ておりますので、今持っている農家もやはり併せて支援をしていきたい。 

中川村は、やっぱりこの二極をどうやって追及するかっていうことが方向ではない

かと思います。 

説ばかり述べて申し訳ありませんが、具体的なことは１つずつやっていくしかない

なと思っておりますので、人・農地プランがまとまって方向が出ましたら議会の皆様

にも説明をさせていただきたいと思っております。 

○産業振興課長  補足をさせていただきます。 

議員の御質問の人・農地プランの周知方法について補足をさせていただきます。 

人・農地プランにつきましては、村の営農センター、そして村、そして農業委員会

の中で議論をしながら進め方について検討を行ってまいりました。 

人・農地プランの内容、座談会の持ち方、そして今後の計画については、広報に掲

載させていただきますとともに営農センター便り等によって村民の皆さんに周知を

行い、併せて営農組合長会等を通じてこれまで各種の営農関係の会議などでも人・農

地プランの内容について周知をさせていただいてきているという状況であります。 

○２  番 （飯島  寬） お二人から細かい答弁をいただきましたので、ありがとうございま

した。 

その委員会のときにぱっとお題目というか目次を見ましたら、お、人・農地プラン

の何か具体化が出てきたのかっていう声がちょっと上がりました。それだけ重大な関

心事であるということでございますので、先ほども申し上げましたように、こちらの
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村当局の取組方法と各地区から上がってきた意見とか、そういうものを逐次、そうい

う農業委員会を通じてでもいいですし、営農組合長、どちらでもいいんですけれども、

文章によらずに口答的にアナウンスをしていくと、絶えずここまで俺たちがやってお

る取組は進捗しているんだなあという認識が持てるように対応をぜひお願いしたい

と思います。きめ細かな対応を求めるものでございます。 

続いて、その次の人口減少対策について質問します。 

当中川村の人口減少問題は極めて厳しい状況にあります。同じ上伊那圏域の南箕輪

村の人口推移をただ羨望の目で見るしかありません。たまたま南箕輪村では、昨年は

新型コロナ感染症の影響で人口増加はなかったということらしいですけれども。 

中川村では、人口減少の内的要因として、私が考えるに、１として若年層の未婚の

問題、２として出生率の低下とこれに伴う子どもの激減、３として高校や大学を卒業

した跡取りと言われる人たちが都市圏を中心とする村外へ就職してＵターンしてこ

ないという問題、それから４として跡取りとして一旦村内に帰省して近隣に就職した

ものの結婚を機に村外に住宅を新築して出ていってしまった事例など、枚挙にいとま

がありません。 

こうした減少に対応するため、村では種々の移住・定住推進策を講じてみたものの、

期待したほどの成果は上がっていないのが実情だと思われます。 

しかし、中川村の人口減少を放置するわけにはいきません。 

今後、三遠南信自動車道が開通し、リニア新幹線が開通すれば、中川村はただの通

過点になり、人口減少にさらに拍車がかかるおそれがあります。人口減少に歯止めと

まではいかなくても、緩和させる何らかの手だてだけは講じなくてはなりません。 

人口減少緩和策は、減少内的要因と移住・定住策の外部的要因の双方から検討を進

めていく必要があります。 

１として内的要因の原因分析。 

まず若年層の未婚問題について。 

横前地区には、結婚適齢期になっても結婚しない将来跡取りとなる方々が多数いま

す。こうした背景から、組内全ての世帯で跡取りがいなくなる心配のある隣組すら出

てきております。こうした隣組は、現状では地区行事には支障なく――コロナの影響

であまり行事はありませんけれども――参加してきておるわけですけれども、将来を

見越すと、近隣の隣組の体制自体が保てなくなっちゃって、将来、地区そのものが機

能しなくなるおそれも出てきます。 

かつて一般質問で結婚相談等の状況を聞いた経過がありますけれども、決定的な解

決策が見いだせないなという認識を持ったと記憶しております。 

また、跡取りたる人材が村外に転出してしまっている問題について。 

この問題については、過去に何度も若者の働く場所の確保策として企業誘致はでき

ないかといった質問を行いましたけれども、明確に回答は得られていません。 

加えて、村内に誘致した企業が隣接する市町の誘致企業への就職状況を見ますと、

決して中川村から多くの方々が就職してはいない実情がうかがわれまして、企業誘致
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と村内及び近隣市町村への就職以来活動の厳しさを露呈しております。 

以上の考察から、現状では内的要因による減少対策はこれまで講じてきた対策以外

に効果的な手だてはないと判断せざるを得ません。 

せめて、現状対策の見直しを行って村全体に人口減少がもたらす危機的状況を再認

識いただき、少しでも村内に残留する考えをお持ちいただけるよう働きかけるといっ

た住民意識の高揚を図ることが肝要と考えます。 

これと並行して、中川村のよさを外部だけでなく内部にも啓発し続けて若者たちが

故郷に帰りたいという機運を盛り上げていくことも必要であると思われます。 

こうした考えに対する村長の認識をお聞きしますが、併せて１の質問で申し上げた

村長の今年の基本方針の１つ目の保健福祉分野で「誰もが自分らしく暮らし続けるこ

とのできる“なかがわ”」の重点施策についてでありますがと言って「少子化が進んで

います。」と少子化について触れているだけで、人口減少問題は出てきません。令和４

年度は人口減少に対して新しい施策はないというふうに理解していいのかどうかを

併せてお聞きします。 

○村  長  まず、晩婚化、未婚率の上昇については、中川村に限らず全国的な状況かというふ

うに思っております。個人の考えや価値観の多様化というところによることも多く、

結婚に対する意識も変わってきているのが現状かというふうにまず思っております。 

結婚を希望される方については、相談体制を強化しております。集落支援員もこれ

に特化した集落支援員を置いておりますけれども、この２年間、なかなかコロナで思

うように動けない、発信はしておりますけれども人を集められない、こういう状況で

あるけれども、終息が見えてきたかなあということを契機にして地道に続けるしかな

いかなあというふうに思っております。したがいまして、男女ですとか年代を問わず

中川村の魅力を体験できるような交流会、出会いの場、こういったものを創出するこ

とを考えながら活動をしておるところでございます。 

それから、若者の皆さんの働く場所の確保としましては、企業誘致ということをい

ろんな議員さんからもお尋ねをいただいておるわけでありますけれども、このものに

関しましては、特に移住・定住と絡めまして、村民全体で人口減少が極めて危機的な

状況であるということと、地区の中にもこのような現状を認識されている方がありま

すから、次年度以降は機会を捉えて地区に出向き、住民意識調査等の結果をお伝えし

ながら地区の現状や将来の見通しなどについて考えていただく機会を持っていきた

いというふうに思います。 

それから、なかなか、人口増の対策は何もしないのかということですけど、特にこ

れについては、今までのことを中心にしてやることと、何ていいますか、うちだけで

１つ新たな方針っていうのはちょっと思いついておりませんので、広域と連携をしな

がらいろいろやっていくということも頭に、これをやらないことではありませんので、

そのように御理解いただければと思っております。 

○２  番 （飯島  寬） 私の若干手厳しい指摘に対して反論をいただきまして、ありがとう

ございました。 
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これは後ほどまた触れますけれども、身近に南箕輪村という成功事例がありますの

で、その辺を参考にして、まねするものはまねするという方策も一方策だと思います。 

その次に移住・定住推進策についてですが、冒頭で申し上げましたとおり、移住・

定住推進施策推進については、流出を上回る移住・定住の方が確保できずに、減少傾

向に目立った効果、歯止めができないで推移しております。 

中川村のホームページを見ても中川村の仕事といった項目が目を引くだけで、あと

は日本で最も美しい村連合という文字が目につくだけです。 

先般の議会と移住者の皆さんとの懇談会でも日本で最も美しい村という言葉に引

かれて移住を決断したという意見が何度も聞かれました。言い換えれば、中川村は美

しい景観だけがセリングポイントなのかと、いささか寂しい気もします。中川村の魅

力の再点検が必要です。 

この点につきましても、先ほどの４年度の基本説明ではアンフォルメルに関連して

日本で最も美しい村連合という文言が出てくるだけで、特に中川村で新しい魅力発信

の施策等は見えません。 

移住・定住推進に当たりまして、まず中川村村民全体が人口減少は極めて危機的な

状況であると認識しているかどうかが非常に重要なポイントになります。村理事者や

役場の担当者にもっと有効な移住・転入策を講じてくれと言っても、根底に村民マイ

ンドの高揚がなければ、結果はおのずから知れています。 

この点について村長の認識をお聞きします。 

○村  長  失礼いたしました。あらかじめ御質問いただいておりますので、ちょっと抜けさせ

ていただきました。 

移住・定住推進策についての御質問かと思います。 

お答えをさせていただきます。 

村民の皆さんが、やはり根底にこれに対する危機感といいますか、やっぱり何とか

しなきゃ維持できないんではないかっていう、そういう共通の認識といいますか、そ

ういうことがなければ、どうも取組をしても難しいんではないのかなっていう、そう

いうお尋ねかと思いますけれども、村民の皆さんにつきましても現状については認識

をしておられるものというふうに思います。 

特に地区の今後の活動について不安を感じているということが多く報告をされて

おりますし、そういう皆さんが現実に多いというふうに認識をしております。 

しかしながら、地区においては、地区の在り方、人口減少対策等について話合いを

全てのところで持っているわけではなくて、この中の議員さんの出身地でもずっと前

からやっているところもありますし、片桐の北のほうの地区ではこのことをテーマに

して取組をしたがために、ひとつ、分譲地を開発しようという、そういう機運にもなっ

たという、そういうところもございます。 

来年度は、機会を捉えながら地区に出向き、住民意識調査等の結果等をお伝えしな

がら地区の現状や将来の見通しなどについて考えていただく機会を持っていきたい

というふうに考えております。住民と村が共通の意識を持った上で移住や定住の促進、
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人口減少対策を考えていくということが大事だろうなというふうに思っております。 

○２  番 （飯島  寬） まず村民マインドの高揚という認識はお持ちだということで、非常

に心強く思っております。そこがスタートラインだとも認識いただきたいと思ってお

ります。 

それでは、どうしたら村全体が人口減少に危機感を持って村理事者や役場職員任せ

とせずに村を挙げて移住・定住策に積極的に取り組むことができるのでしょうか。 

甚だ僣越ではありますが、私が現役時代に営業・業務推進を統括した頃がありまし

て、営業店の営業責任者たちの会議で、よい成績を上げたいのなら、どこかの部店の

中でよい業績を残している項目があるから、それを拾い出して、どんな方法を講じた

らそういっているのかということをきっちり確認して、そのまねを始めなさいと、ま

ねからのスタートですよということをくどくどくどくどと申し上げたことがござい

ます。そうすれば実力はおのずからついていくんだよということを申し上げました。 

中川村の人口減少対策としての移住・定住推進策についても、これと全く同じこと

が言えると思います。 

１月 31 日にＮＨＫの朝の「おはよう日本」で「複業・鍵は安定した仕事・地域で雇

用創出へ」という放送がありました。さらっと聞いていましたので慌ててこれをネッ

ト検索すると、このほかにもいっぱいいろんな取組や成功事例がありましたので、事

例として紹介します。 

時間の都合もありますので全て読み上げることはいたしませんけれども、この中に

長野県御代田町の事例がありましたので、これだけ紹介をします。 

その内容は「テレワークと新幹線通勤を組み合わせ」という内容で、長野県御代田

町として「御代田町に移住する決め手となったのは、東京へのアクセスのよさに加え、

自然環境と買い物や病院などの利便性のバランスがとれた、生活するのに“ちょうど

いい”環境でした。」とあります。 

今申し上げたように、その他の項目はいいとしましても、この御代田町の例は将来

のリニア開通を見込む中川村の将来像をほうふつとさせるものだと思います。 

最後になりますが、村長は新型コロナウイルス感染症終息後の中川村政において、

現状の人口減少対応策として、移住・定住策、現状では効果は十分ではないという認

識を持って、今列挙しましたような幾つもの事例を参考として、御代田町だけでなく

て、身近な例では南箕輪村もありますので、新たな侍従・定住策を講じていく用意な

どがあるかどうかについてお尋ねします。 

○村  長  まず、まとめての御質問ということでお答えをさせていただきたいわけであります

けれども、ちょっと申し上げます。 

暮らしていく上での出産、保育、教育、子育て等の支援策については、結構十分に

やってきておるつもりではいけないかと思いますが、やってきておると思っておりま

す。 

また、３世代同居や若者の住宅建築に対する支援についても、この間、充実を図っ

てきたところであります。 
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住宅施策など住む場所の確保につきましては、さらに今後充実を図っていく必要が

あるだろうなというふうに思っております。 

また、働く環境の整備につきましては、何らかの対策は必要だというふうに考えて

おります。 

今お話のありましたというか、特に触れられませんでしたけれども、御質問の中に

ありました例は特定地域づくり事業協同組合という手法だと思っております。これに

つきましては、いろいろ制度ができたときに、できたばっかり、２年前だと思います

が、検討した経過はありますけれども、ちょっと課題も多いんではないかということ

で具体化には至っていないという経過もございますけれども、ここへ来て特定地域づ

くり事業協同組合制度を利用して活性化を図ろうとする地区がいろいろ出てきてお

ります。 

先ほど実例では御紹介いただけなかったんですけど、一般質問通告書の中にあった

のはこういう例かなというふうに思っておりますので、中川村でこれに取り組むとす

ればどういった仕組みならできるのか、併せて研究を進めてまいります。 

それから、若者等を安定雇用し、季節の労働需要等に応じて複数の事業者へ派遣を

行うという制度もこの制度でございますので、派遣職員の人件費ですとか事務局運営

費に国から交付金として補助、お金が出ると、助成されるということでございます。

安定雇用を図るため年間を通じた複数の派遣先、いわゆる労働市場っていうか、安定

的に働く場所が必要だと、こういう現状も必須条件としてありますので、村内の労働

需要を見極めることもこの制度に踏み込むかどうかっていう上では必要だというふ

うなことをまず申し上げておきたいと思います。 

それから、最後に御代田町の例を出していただきました。これが、中川村は、長野

県駅が今度できるリニア中央新幹線、これが開いたときには――長野新幹線は御代田

には止まらなくて、あれはたしか軽井沢だと思いますけれども、止まるかと思います

けれども、そういう状況の中で、似たような状況ではないかということでの御質問

だったというふうに思っております。 

これにつきましては、今いろいろなところで伊那谷活性化会議といいまして、飯田

市、伊那市、駒ヶ根市の市長の皆さん、それとあと南信州広域連合の代表、それから

上伊那広域連合の代表の皆さん、座長は長野県知事であります。それと経済界の皆さ

んとかいろいろな方が合わさって伊那谷自治体会議を開催しておりますけれども、な

かなかリニアの具体的な姿、開通後の姿と長野県駅周辺の議論だけで終わっておりま

して、なかなか前に進んでいないという問題もあります。 

しかしながら、もし開通した暁には、そのとおりでありますけれども、時間的には

非常に短くなりますし、上伊那の中でも特に中川村が一番近い位置にあるということ

は事実でございますので、これをどういうふうに活用して利用していくのか、あるい

は定住や新しい働き方の場として提案をしていく。つまり、こういうふうな暮らし方

ができますよっていうことについては、いろんな議員さんからも質問いただいており

ますし、こちらとして用意できるのは、やはりその議論を基に政策としてこういうこ
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とができますっていう提案だと思っておりますので、中川村ではこういうことを考え

ていますっていうことだと思っていますので、これについてはまだ先にはなりますけ

れども、今からやはり魅力あるところとして発信をしていかないと、やはり３番議員

を中心によく議論していただきましたけれども、していかないとやっぱり埋没するだ

ろうなっていうことは十分考えておりますので、このことは常に頭に入れながら、移

住・定住策、リニアとの関連を含めて施策に反映をしていきたいというふうに考えて

おります。 

○２  番 （飯島  寬） 結構細かいところにまでわたって現状の報告というか御答弁をいた

だきました。 

各地区を回っていろんなことを話していくという話がございましたので、そういっ

た事項も折に触れて各地区にアナウンスしていっていただきたいと感じております。

ぜひよろしくお願いします。 

それと、リニアに関しましては、御承知のように飯田の上郷まで行くと国道端にど

んどんどんどん大きな崖地が目立ってきています。それだけ中川あたりの取組と御当

地には随分温度差があるということを感じますので、そういう御認識も新たにしてい

ただきたいと思います。 

以上で私の質問を終わります。 

○議  長  これで飯島寬君の一般質問を終わります。 

ここで暫時休憩といたします。再開は午前 11 時といたします。 

［午前１０時４２分 休憩］ 

［午前１０時５６分 再開］ 

○議  長  会議を再開します。 

休憩前に引き続き一般質問を行います。 

次に、４番 大原孝芳君。 

○４  番 （大原 孝芳） では、私は２問を質問させていただきます。 

まず、質問に先立ちまして、毎年３月の定例議会には申しておるんですが、３月 11

日がちょうど東日本の震災から今年でもう 11年目ということでございます。ここ二、

三日前からいろんな報道がされておりますが、ふだんはほとんど、長野県、私たちの

地元の新聞、あるいはメディアでは、なかなかその様子というのが分かっていないの

が現状かと思います。私も去年はそんな震災のことを質問させていただきました。 

それから、縁があってまた飯舘村の元議長さんとも連絡を取り合い、それで去年は

たまたま美しい村連合の会合が中川村で行われるということでございましたので、中

川村でまた再開しようねって言って約束していたんですが、なかなかかなわずに今日

に至っております。 

そして、そんな中でもいろいろお話していたんですが、震災の一番大きな特徴的な

ことは、大きな津波、それからもう一つは原発の事故ということで放射能汚染だった

と思います。 

ここ３日前の新聞等にも書かれておりましたが、汚染については、除染をしたとこ
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ろについては大分改良されておりますが、山、山林についてはほとんど除染されてい

ないということでございます。私も除染をやっている最中に飯舘村へ何度か足を運ん

でいましたので、現場を除染作業中も見てまいりましたのでよく分かっています。住

宅は除染対象になりますが、住宅に山が接しているお宅は住宅 10ｍぐらいしか除染さ

れません。あと中へ入ってしまうと除染がされないんです。 

したがって、今日の例えば今の風評被害ばっかりじゃなくて、実際に、新聞に出て

いたのは南相馬市の真野川という川だったんですが、そこで取れる魚は、やっぱり

取って調べてみますとまだ放射用汚染されているという現状です。なぜかといいます

と、山林が除染していないもんですから、山林には少なからず空中あるいは地面、木

にあるわけです。それが、例えば昆虫とか、そういったものが生息している、それが

川に入って、それを魚が食べる、そういうような循環を起こしているわけですよね。

ですから、いまだにそういった魚を取って食べることができない。 

それから、これからちょっと森林の問題も言うんですが、飯舘村には森林組合がご

ざいます。前議長さんが今の森林組合の組合長さんなんですが、私が見たときには、

何をしているかっていうと、森林組合の仕事が取ってきた木の除染をする。つまり木

から放射能を抜くことを仕事、なりわいとしているんですよね。もう、こんなばかげ

たことをやっているというのが現状でした。 

したがって、今年で 11 年目ですが、また２日後に向かえるわけです。皆さんいろん

な思いがあると思いますが、本当に放射能の汚染というのはこれから大変なことだな

あと思って、本当に皆さんもいろんな意味で震災への思いがあると思いますが、私は

本当にそんなことを思いながら３月 11 日を迎えたいと思います。 

また、ちょっと余計なお話なんですが、またウクライナなどについても、村長、あ

るいは今回の議会でもいろいろ決議もされまして、いろいろ問題があります。 

私は、特に問題は、核を使いたいとプーチンが言っています。そして、日本も核を

共有していこうというような話が出たりして、やっぱり日本は被爆もしているし、そ

れから放射能汚染のチェルノブイリは、当然、旧ソ連の皆さんだって分かっているわ

けですよね、ロシアの皆さんだって分かっています。日本の皆さんも放射能の怖さっ

て分かっているわけですよね。そういうときに、こういう安易に核の問題を言ってい

くことはどうかなと、そんな思いもしている今日です。 

ちょっと長くなりましたが、質問の本題に入りたいと思います。 

まず１問目としまして「森林環境譲与税の活用について」という題で質問したいと

思います。 

これは、ちょっと新聞報道がございまして、全国で 2019 年 2020 年度分の森林環境

譲与税の使われない部分が 54％あったという報道が大きくされました。 

これは、皆さんは森林環境譲与税、議員の皆さんはよく分かっていると思いますが、

一般住民の方はなかなかちょっとお分かりじゃないと思います。これは、2024 年に森

林環境税としてお一人から全て、個人住民税に１人当たり年間 1,000 円を上乗せして

始まる、徴収する、そういう前段に今回行っている税金でございます。今は、当然、
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住民１人から 1,000 円もらっていないもんですから、財源は、当面、自治体に資金を

貸し付ける地方公共団体金融機構から資金が捻出されていると、こういうものでござ

います。 

それが、例えば今日、19 年と 20 年において全国に配られたお金、そのうちの 271

億円が使われていないと、つまり非常に使いづらい税金だということになるかと思い

ます。 

そんなことが大きく新聞に発表されまして、では中川村でも、私たちも市議会等に

も出ているもんですから説明がございます。しかし、ぜひこの機会を通して、住民の

皆さんに、こういう税金があって、皆さんたちはこういう税金をどういうふうに使っ

ていくか、つまり皆さんのアイデアによってもいろんな活用の仕方があるということ

を知っていただきたいためにも、ちょっと今回はお話をしたいと思います。 

では、まず最初に、中川村では、では 2019 年 2020 年度の森林環境譲与税がどのよ

うに使われたかということをお聞きしたいと思います。 

○産業振興課長  それでは、私のほうから１つ目の村の活用実態の御質問について回答をさせていた

だきたいと思います。 

当村におきましては、2019 年――令和元年度でありますが――につきましては、配

分された森林環境譲与税は 235 万 4,000 円ございますが、このうち 180 万円を林道維

持管理事業に使用、また 55 万 4,000 円を木の駅実行委員会への補助金として活用し、

充当させていただいております。 

続く 2020 年――令和２年度でありますが――森林環境譲与税 500 万 2,000 円のう

ち 56 万 2,000 円は森林所有者を対象としました意向調査の準備事業としまして基礎

図の作成委託、226 万 9,000 円を林道維持管理事業、107 万 2,000 円を木の駅実行委

員会補助金、残りの 109 万 9,000 円を今後の森林整備等の目的に基金積立てとさせて

いただきました。 

基金を除きます森林関係事業への充当率は 78％ということになります。 

以上から、村におきましては適切に活用しているというふうに認識しております。 

○４  番 （大原 孝芳） 今のお話の中で、村においては活用が七十数％ということで、順当

に使われているということであります。 

この税金は使い道がほとんど限定されていますので、なかなかほかのことに使えな

いもんですから――後でお話ししますが――ほかの自治体では、森林の目的がなかな

か定まらないところにおいては使い勝手が悪いっていうような制度かなあと思いま

す。 

譲与税の前に、ちょっと今回の一般質問の中では予算のことに特化してお話をさせ

ていただきます。また特別委員会の中でお話を聞けばよろしいんですが、いろんなこ

とを絡めてありますので、ちょっと抽出してお話を聞きたいと思います。 

４年度の予算の中で竹林整備として 100 万円が今回計上されております。これにつ

いてもこういったお金を運用されていくかなあと思います。 

それで、つまりこの予算については、今、中川村の例えば地区林の状況って、見て
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歩くと非常に増えていると、増えているというよりも、今まであったものに――私も

以前やったんですが、竹林整備もされたグループもありますし、それから山林の多面

的な制度を使って、そういった補助金をもらいながらやった経緯もありますが、一旦

切ってもまた増えていってしまうっていうのが竹林でございます。 

したがって、今回こういった目的を持ってやられるっていうのは、私は本当に大事

なことであるし、この予算づけについては非常にすごく大事なことだと思います。 

しかし、100 万円、あるいは５年の中でまだやるというようなお話なんですが、考

え方としてどの程度までをよしとするか。 

いろいろ美しい村連合のお話もございましたし、景観だけじゃないんですが、やっ

ぱり中川村っていうのは本当に竹林が目立ちますよね。以前、議会でもお呼びした大

学の先生なんかは、中川村に初めて来たときに、この村は本当に竹が多いよねってい

うのが第一声でしたねっていうお話を聞きました。 

ですので、何をどの程度目指していくっていうような、ある程度目途を定めていく

ことも大事じゃないかと思います。 

環境譲与税も含めて、ちょっとそこら辺の今の竹林に特化した質問でございますが、

予算化することを目的としますので、ちょっと考え方をお聞きしたいと思います。 

○産業振興課長  それでは、村内の竹林状況と竹林整備について質問にお答えさせていただきます。 

中川村の竹林の面積につきましては 76ha ということで、上伊那地域で最大の面積

であります。 

集落や道路周辺でも手入れ不足の竹林が多く見られ、放置すると、林地保全上及び

景観上、悪影響を及ぼすおそれがございます。 

竹林の整備につきましては国、県の補助制度も十分とは言えないというような状況

の中で、村は面的整備に対する単独補助事業を令和４年度から行ってまいります。 

竹林整備を進めるためには、継続した竹の駆除や竹材の活用機会整備、竹林整備技

術の普及、整備の担い手の育成など、総合的な対策も重要であると考えております。 

次年度以降、順次、制度の充実を図っていきながら美しい景観に即した村の竹林整

備に寄与していきたいというふうに考えております。 

○４  番 （大原 孝芳） そうですね。金額が 100 万円ということですので、次年度はある程

度限定されちゃうと思うんです。 

私も実際に竹林整備をやった経験があるんですが、非常に危険ですし、それから、

いつも申すんですが、やっぱり切ったものをそのままチッパーみたいなもので片づけ

ていかないと足場が悪くて進んでいかないっていうような状況がありますし、非常に

難しい作業ですよね。 

したがって、今回のこの整備も、どういう人、地域を対象にしていくのか、個人対

象も、多分両方考えられておると思うんですが、やっぱり集落ごとに何とかしようっ

ていう、そういうような働きかけをしていったほうが進むんじゃないかなと。 

そして、自分の例えば私有地の竹を何とかしたいっていう方も当然いらっしゃるで

しょうけど、私の地区を見ても本当にもう大変なんです。 
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それから、子どもさんの通学路のところで、この前の大雪のときには、湿った雪が

降るときは倒れてきますよね。ＰＴＡの方が来たりして、いろいろで切ってくれてい

るんでしょうけど。 

それで、切ってもまた、本当にさっきも申しましたが、じきに戻ってしまうんです

よね。 

したがって、これはまた特別委員会の中でしっかりお話をお聞きしたいと思います

が、やっぱり村としてきちんとやれば、きちんと結果が出ると思います。しかし、お

金をかけていかないと、一体に上がったらまた出てきちゃいますよね。ですので、エ

ンドレスなんです。 

しかし、地域の皆さんがどうしてもこういう景観を、ああ、こんなに切ったことに

よって、ああ、こんなに景色が変わった、こんなにいい環境になったっていうことが

もし感じ取れれば、自分たちで何とかしようと。 

だから、置くと駄目なんですよね。ですから、毎年若い竹のときにちょっと地域で

手を出せば相当改良されるような気もしますので、今回の予算の持ち方によって、次

年度の予算の持ち方によっては、私は一気に中川村の竹林の整備っていうのは進むん

じゃないかっていうような気もしますので、ぜひ総代さんはじめ、そういうような

持っていき方をちょっとまた考えていただくとありがたいと思いますが。 

ちょっと私の質問からは読み取れなかったかもしれませんが、答弁をお願いできま

すか。 

○村  長  竹林整備につきましては、長年の懸案であったところ、それと村の林業振興審議会、

ここの場で大分議論になりました。当面、幾つかの要綱を整備して、これを提示させ

ていただいて、地区が整備を行う場合、それから個人が専門業者さんに委託をして行

う場合と二通りの道筋の整備に対して補助を考えております。 

しかも、単年度では当然いきませんから、これを何年かかけて整備をしましょう、

あるいは皆伐――全部切っちゃう、あるいは抜き逃げをして薄くする、いろんなこと

が考えられます。 

したがって、今度の議論の中ではこのものをぜひ予算委員会の中で議論の対象にし

ていただければいいかと思います。 

ただし、具体的には林業振興審議会の専門家の御意見を聞いて、それに沿った補助

制度、地区の皆さんもやりやすい、使いやすいものにしていかなければならないと

思っておりますので、そういう観点から、みんな、議員の皆さんもそうですけど、ぜ

ひ制度を育てるっていうこともちょっと申し上げたつもりですけど、そんなようなふ

うにしていただいて、これもやはり村民の皆さん、それから所有者がどういうふうに

考えるかっていうことに尽きますので、そんなことで一年間かけて制度をしっかり育

てながら、実際には秋口にならないと、秋以降にならないと竹は切れないと思います

ので、とてもじゃないけど暑いところにやぶ蚊も出てくるし、そんなようなところで

誰もやろうとは思いませんでしょうから、それまでにしっかりした議論を地区にも投

げかけていきたいというふうに考えております。 
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○４  番 （大原 孝芳） 今、村長から制度を育てると、いい言葉ですよね。ぜひ、そういっ

た意味で、その１つの大きなきっかけになっていただけるような施策であってほしい

と思いますので、またぜひお願いいたしたいと思います。 

では、３番目としまして、先ほど申しましたが、譲与税は 2024 年度から森林環境税

としてスタートするっていうことになっています。 

それで、どういうふうにこれが配分されているかっていうことで報道されましたの

で、ここにも書きましたが、私有の人工林の面積が 50％、それから人口割が 30％、そ

れから林業の就業者数が 20％と、こういう振り分けで全国の自治体に配られていると、

県もそうですね、そんなふうに書かれておりました。したがって、森林が多いところ

にたくさんのお金が行くという仕組みではないんですね。 

だから、例えば、ここにも書いてあったんですが、一番多いのは、横浜市が全国で

一番多くて 3億 195 万円、それで一番少ないのが沖縄県の渡名喜村って書いてありま

したかね、それが 3万円とか、そんなふうに書かれておりました。したがって、本当

に欲しいところにそのお金が行くというような仕組みではないんですね。 

これは、やっぱり仕組みとして、例えば１人当たりから 1,000 円いただくもんです

から、どうしても人口の、例えば税金を払った人にも還元しなきゃいけないっていう、

そういう意図も当然くみ取れるわけでございます。 

しかし、これは目的税ですので、もうほとんど使い道も限られてしまいます。した

がって、では横浜市がそのお金を何に使うかっていうことになってしまうと、例えば

山林なんてほとんどないもんですから、例えば校舎の建て替えの壁とか床のところに

無垢の材料を使うとか、そういうところ、あるいは、できるとすればあれですかね、

アドバイザーみたいな方に森林教育をやっていただくとか、そんな使い道ぐらいしか

なくなってしまうかと思います。 

したがって、中川村については、いろんな、例えば先ほども課長から申しましたが、

森林、林道の整備に使えたりする、それから当然今の竹の問題、それからいろんな間

伐の問題とか、中川村にとっては非常においしいと言ったらなんですが、ありがたい

税金でありますので、ぜひ私が今回提言したいのは、長野県の市町村はほとんど――

県もそうなんですが――この税金の使い道が、やっぱり目的が長野県には非常に適合

するもんですから、ぜひ配分の比率を何とかこういった森林の政策に直結するような

地域に多く行くような施策にしてほしいと、そういう働きかけをしていくことが大事

かと思うんです。 

村長もいろんな首長さんたちとお行き会いしますし、また国会議員、あるいは県議

と会う機会があると思います。ぜひ、そういった自分ちの中川村の実情も踏まえて、

こういった税の、せっかくこういった環境税ができるもんですから、そういったこと

をぜひ啓発していく必要があると思いますが、いかがでしょうか。 

○村  長  当村におきましても、森林環境譲与税の配分額につきましては、現時点では十分と

は言えないと、将来的に管理不足森林の責任分担ですとか整備費用を考慮――考えま

すと、さらなる増額、もっとお金が欲しいというのが現状でございます。 
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国、県への働きかけは当然必要であるというふうに考えておりますし、議員の御指

摘の森林面積の比重を上げるという点につきましても、これは全国町村会も課題にし

ております。そういう意味で、こういったところを通じながら制度自体を変えていけ

ないかっていう働きかけをしていくことは必要だと思っております。 

それから、広域的な取組として、上伊那広域連合では、森林環境譲与税の制度が始

まったとき、２年前には、広域連合長が、例えばそれぞれのところ、都会にたくさん、

人口の多いところにはお金が行くわけですけど、その活用の方法が具体的に分からず、

すぐ積み上げることになってしまわないか、だとしたら、例えば学校で使う、何てい

いますか、机ですね、学校で使う机の天板をぜひ集成材でもいいから上伊那の森林組

合のほうに求めていただいて、そうすると売上げも伸びるし、お互いウィン・ウィンっ

ていうんですか、の関係になるので、ぜひそういうあたりを、それぞれの自治体でも

取引先というか姉妹町村というかがあるだろうから、そういうところにぜひお声がけ

をしていただけないかというような話もありました。まさに、そういう具体的な取組

が必要だとは思っております。 

私どものところでは、相手としておるのが、ちょっと見たところ、それこそ森林資

源は我々以上に豊富な北海道中川町でございますし、いわゆる交流の提携をしており

ますのは名古屋市天白区であります。こういったところにもどうでしょうかっていう

お声がけはしますけれども、天白区自体は単なる区でありますので、実際は名古屋市

が大きな予算を握っているという、こういうこともございますけれども、１つはお話

をかけていくことも必要ではないかなというふうな思いをしております。 

○４  番 （大原 孝芳） 今の村長の御答弁はね、次の質問にも答えられちゃっておって（笑

声）いいですが……。 

今、各首長さんたちもみんなそういう思いでいらっしゃるということを村長も認識

されているということで、今お話を聞きました。 

税金があるからできるっていうことは、やっぱり単費、村費でやるっていうことは

なかなか大変だもんで、だから、こういうことがあれば、非常に里山とか、それでま

た深い山もそうなんですが、非常に――ただ、それをなりわいとしていくっていうと

ころはなかなか、なかなか難しいと思います。この前も協力隊の彼でね、１人で林業

をやっている彼とも話をしたんですが、やっぱりなりわいとしていくには相当厳しい

んです。 

しかし、こういった制度があれば、金額は中川村にとって大きな金額ではないんで

すが、やっぱり何らかのつながりはできたと思いますので、ぜひほかの首長さんたち

と相談して、ぜひ国に対してしっかり言っていっていただきたい。 

それから、４番の今の質問で私の言っているのは交流の都市とか近隣地域との連携

云々なんですが、この前５番議員もちょっとちらっと言いましたが、私たちが根羽村

へちょっと行ってきたときにね――平谷村の話をされたんですが根羽村にも行った

んですね。根羽村は村長さんが森林組合長さんで、非常に林業には特化して一生懸命

やられている村長さんです。 
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それで、あの特徴は、矢作川の上流で、安城市とか、そこと水、つまり飲料水の関

係でいろいろ連携しているんですね。したがって、当然、環境譲与税の話も出まして、

つまりお互いに利益が一致するんですね。例えば森林を守ってくれれば水の涵養とか

にもいいと、そういう意味も含めて非常につながっていて、そして安城市あたりは当

然畑ばっかりですよね、ほとんど平らですよね。ですので、人口が多いからたくさん

のお金が多分入っていると思いますね。だから、そういうところとうまくできると思

います。 

しかし、中川村は、今言われたように、なかなか交流都市っていうと、なかなかな

いんですかね。例えば、一時、浜松と交流した経緯がありますかね。 

ですので、無理にそのためだけにくっつけることはないんですが、先ほど村長の言

われたように、例えば森林組合ばっかりじゃなくて、いろんな木をなりわいにしてい

る人もいらっしゃったりするし、何か、ぜひ、私もちょっと思い浮かばないんですが、

中川村と何とか縁がありそうなところ、交流人口じゃないんですが、そういうところ

と何かコラボしていけるようなことがもしできるとしたら、ぜひ考えていただきたい

なと。 

それから、あと近隣の自治体ですよね。例えば、言ったら中川村は、飯島町、最近

中部伊那の議会はできていないもんですからですが、大鹿、松川とか、そういうとこ

ろと何か一緒に、お金はそれぞれ出し合うんですが、隣接している土地の中で、そう

いう環境の整備、そういうことができないかとか、私も全く根拠のないような思いな

んですが、そういうようなことにもちょっと思いをはせて、そしてまた想像力を働か

せていただいて、何かそういうお金の使い道ってできるんじゃないかなっていうよう

な気がするんですが、さっき天白は駄目っていう話をされたんですが、ちょっとそこ

ら辺、もしぱっと思いつくようなことがあったら、どうですかね。 

○産業振興課長  それでは、私のほうから今御質問のことについてお答えさせていただきます。 

まず、中川村の林野面積率については 77％ということでありますけれども、村内に

は、議員のお話のように林業関係者、製材であるとか木材屋さんであるとか、そういっ

た森林関係事業者がほとんどいないという中で、手つかずの森林は埋もれた財産であ

るというようなことも考えることができると思います。 

譲与税を有効的の当村の森林資源へ生かしていくためには、先ほど村長からも話が

ありました森林資源に乏しい都市部との交流については森林整備の推進に大変有効

であるというふうに考えますので、何かしらの交流ができないか、そういった都市部

の皆さんとは今後もお話をしていきたいというふうに考えます。 

また、近隣自治体との連携につきましては、近隣の自治体はもうほとんど森林のほ

うが大きくある自治体がほとんどです。多くの自治体の皆さんが中川村と同じように

森林整備をどうすればいいか、少ない譲与税の中でどうすればいいかというようなこ

とで困っている市町村が多いと思いますので、そういった皆さんとの連携や各種の林

業関係の会議などで提起をしながら連携について模索をしていきたいというふうに

考えております。 
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また、議員のおっしゃいました村外の森林事業者との連携につきましても、何かし

ら新たな取組ができないか、村内の森林資源を有効利用できないかということも含め

て連携を模索させていただければというふうに考えております。 

○４  番 （大原 孝芳） 譲与税については、今のお話がありまして、これから環境税になっ

ていくわけですが、ぜひ、ちょっと注視しながらいきたいと思います。 

また、今の中川村の政策にとって非常にいい方向に、金額もだんだん増えていくん

じゃないかなっていうような気もしていますが、ぜひ、またいろんな取組を考えてい

ただきたいと思います。 

では、次に参りたいと思います。 

２番目として「歴史民俗資料館の周辺施設整備について」を議題としたいと思いま

す。 

ここにも書きましたが、令和４年度の予算で歴史民俗資料館の増改築のための設計

費が計上されていると、周辺については過去に牧ヶ原の集会施設の建設に当たって議

会としては大きく関わってきた。これは付帯決議を盛って行ったということでござい

ます。 

それから、今回、設計費を計上するについて議会に対しての説明がなかったという

ことで、知っている議員もいらっしゃるかと思いますが、私だけ知らなかったってい

うことかもしれませんが、ちょっとそういうことなんです。 

私が過去に社会教育委員をやっているときにこの話が出まして、それで、時の教育

委員会、あるいは、何だっけなあれは、編さん委員とか、そういう方と一緒によその

施設を見ようっていうことで、高森町の「時の駅」だったと思うんですが、そこを見

に行った経緯がございます。 

非常にそのときは、もう数年前なんですが、要は今の建物が東端のほうに寄ってい

て非常に利便性が悪いっていうこと、寄りつきが悪いっていうことと、それから資料

館がなかなか狭くて、時の学芸員の皆さんからは非常に整理するのに置場所がなく

なっちゃっているとかいろいろ聞いて、それから周辺の建物が今ありますよね、昔は

老人創作館とか青年婦人会館とか、それから卓球場に使ったり、それから弓道のとこ

ろがあったり、それでテニスコートがあって、テニスコートも何度も修理したりして

使ってきたというふうな今日だと思います。 

そうした中で、議会としては、あのときになぜ付帯決議をしたかっていうと、たま

たまあそこに先生の建物があって、２棟分ぐらい壊しちゃったんですね、それが空き

地になっていたもんですから、これは、将来的にあそこはこういった周辺の整備のと

きに空き地にしておけば何かに使えるんじゃないかっていうことをずっと私たちは

思っていたんです。それで、駐車場もあそこは狭いというような話もあったりしまし

た。 

それから、そのときに突如、何ですか、牧ヶ原地区の集会場の建設地がどこかにな

いかっていう話になっていて、それで議会の側に提案されて、それであそこに建てた

いと、ではあそこに建てちゃっていいんですかっていうような思いがあって付帯決議
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がされたと。それから、過去の委員長をやられた方も、あそこは建てないほうがいい

んじゃないかっていうような問題提起も議会側にされたっていうような経緯がござ

いました。 

したがって、将来的にあそこはどうなっていくんだろうと。 

それで、私が初めてその話を聞いたときは、前の教育長さんのときだったと思いま

すが、あそこは町の拠点にしていきたいというような話もあり、それから、あれがご

ざいますよね、住宅がありますね、村営住宅、あれも将来的にずっとあそこでいいの

かとか、いろんな意見が出ていて、それで、あそこがどういうふうに変わっていくん

だろうなあっていうことは、みんなそれぞれ思いがございましたので、別に議員一人

一人の意見がどうこうなんていうことは私も思っていません。 

ただ、今回こうやって 2,000 万円近いような経費が計上されていますので、これは

もうそれなりに大きく動いているなっていうことは思いますし、逆算すると数億円の

建物に対する設計費はそのぐらいかなあと私は感じたんです。 

やっぱり、ぜひそのいきさつを――それから村長の所信の話の中で提案された中に

も、いろいろ検討委員会の中でやっていく中でといって進んできたっていうことで、

それに対して何の異論もないんですが、なかなか、私だけ分からないのかもしれない

し、ましてや住民もどうなっているのか分からないし、そこら辺をもうちょっと明確

にしてほしかったなというのが私の思いです。 

したがって、予算特別委員会でお聞きすればいいんですが、改めて今までのプロセ

スを、この話が出て今日に至るまで、それから、設計するっていうことは、もうこれ

はほとんど実施設計ですかね。ですので、中川村の今後にとっては大きなプロジェク

トだと思います。 

ですので、ぜひ、ちょっとそこら辺をお聞きしたいなと思って今回この場に立ちま

した。お願いします。 

○教 育 長  御質問をいただいたことにお答えをしていきたいと思います。 

少し説明も加わりますので、お時間を頂きながらお願いしたいと思います。 

まず経過ということで御質問をいただきました。 

これにつきましては、歴史民俗資料館周辺施設検討委員会というものができまして、

そこに諮問したという経過がございます。 

歴史民俗資料館と周辺施設につきましては、議員ももう御承知だと思いますが、施

設の老朽化等、様々な課題がありまして、今後の在り方についてということで、平成

30 年――2018 年の９月に教育委員会から検討委員会に諮問をしまして、令和元年―

―2019 年の５月に答申をいただいたものでございます。 

内容としましては、歴史民俗資料館及び周辺施設につきましては、施設の老朽化等

の課題を踏まえて、これからの継続的な使用と時代の要請に合った施設利用の観点か

ら、弓道場とテニスコート以外の施設を新設することということで提案がなされてお

ります。 

教育委員会のほうでは、答申を踏まえまして内容を検討しまして、今後どうする
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かっていうことを検討してまいりました。 

現時点の結論としましては、今回、予算計上もさせていただいたわけですけれども、

歴史民俗資料館の増改築については、これはもう喫緊の課題であるという判断であり

まして、ぜひ具体的に計画を進めたいということでございます。 

ただ、周辺施設につきましては、歴史民俗資料館の増改築に関係する高齢者創作館、

これ以外については、今後どうしていくかっていうことの検討は引き続き継続する必

要があるだろうということで結論をつけまして、周辺施設については、現時点では、

利用するっていう前提での答申の中身だったんですけれども、時代の要請、あるいは

学校の在り方検討等、様々な要因も出てきている中で、現在、時代の要請として、そ

こを新築していくっていうことについては、ちょっと明確には今はできないだろうと

いうことを考えまして、具体的に計画を進めるタイミングではないと、そういう判断

をさせていただいております。 

ですので、周辺地区についてはまだ検討をこれからも継続していくということであ

りますので、当然、答申を踏まえてはいきますけれども、いろいろな御意見も伺いな

がら、周辺施設についてはまた判断をしていきたいと思っています。 

今回、歴史民俗資料館の喫緊の課題っていうこと、そのことも若干触れさせていた

だきますけれども、これも、もう議員も十分御承知だと思いますが、昭和 57 年――

1982 年に建設をされまして、建設以来 40 年が経過し、施設の老朽化対策が必要であ

るということでございます。 

歴史民俗資料館は、村の歴史や文化、自然風土に関する村民の知識と理解を深める

こと、あるいは貴重な文化財資料の保管、公開のほか、小中学生の学習の場としても

活用されております。また村民の皆さんが地域社会に対する認識を深める施設として

も大変重要な役割を果たしていると承知をしております。 

また、貴重な資料が大変多くございまして、明治から昭和中頃までの行政資料が

4,000 件あって、これも明治時代のものなど青焼きのもの等も多くて、もう経年劣化

がかなり激しいと、もう資料の保存に対しても喫緊の課題で、このままいくと資料そ

のものが読めなくなっていく可能性も出てくるっていうような状態にもなってきて

おります。 

そういうことや、展示スペース、作業スペース、また収蔵庫ももういっぱいであっ

たりして保存していく状態を保っていくのにはなかなか難しい実態にあります。 

また、施設そのものも、特に高齢の方々の来館が多い中、入り口の階段や空調設備

がないこと、トイレの問題、また学校が活用するにしても会議室並みのスペースがな

く対応も困難な状況にあるということから、こういうことも設計に反映させながら現

地で増改築をしていく、そんな方向を教育委員会としては考えておるところでありま

す。 

また説明が不十分なところは特別委員会のほうでも説明をさせていただきますが、

一応そんな状況で経過と考え方を説明させていただきました。 

○４  番 （大原 孝芳） 今、概略は分かりましたので、あとの細かいことについては結構な
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んですが、例えば、さっき教育長も触れましたが、今の学校、少子化で小中学校の在

り方とか、前から出ていたのは、あそこはやっぱり、そうはいっても図書館、文化セ

ンター、それからスポーツグラウンド、体育館、あそこへ行けばいろんな学びの場で

あるし運動もできるっていう、非常にそういう大事なスペースで、将来的にもすごく、

今後 50 年 100 年のスパンで残っていくもんだと思います。我々の年代だともう活用

できないんですが。 

それから、さっき申しましたが、あそこに村営住宅もあるし、それで民間のおうち

もあるんですかね。今さらあそこが何だとか言いたくないんですが。 

それで、もう地区の集会所も建って、あそこはどっちかっていうと公的に将来は

使っていきたいと、避難所とかというような説明もございましたので、それはそれで

いいと思うんです。 

まだ検討の余地があるということでありますので、ぜひ、議会に聞かなくてもいい

んですが、また情報としては、議員の皆さんは少なからず興味を持っているんですよ

ね。ですので、ぜひまたどこかの場面で、今回はみんな聞きますけど。 

それから、設計していく中で――では、それが実施設計、実施設計っていうことで

いいんですか、例えば今回の 1,960 万円っていうのは。もう建物の実施設計を今回頼

んじゃうと、それで位置も大体もう決まっていてとか、そういうことでよろしいんで

すか。 

○教 育 長  はい。そういう認識でおります。 

今の歴民館、あの建物も活用して対応していくということでありまして、場所とし

ても現地を想定しております。 

○４  番 （大原 孝芳） 分かりました。 

また特別予算委員会で詳しい、もし図面か何かあればね、また出していただければ

ありがたいと思います。 

私の質問は以上で終わります。 

○議  長  これで大原孝芳君の一般質問を終わります。 

以上で本日の日程は全部終了しました。 

本日は、これで散会といたします。 

お疲れさまでございました。 

○事務局長  御起立願います。（一同起立）礼。（一同礼） 

［午前１１時４６分 散会］ 


